
令和２年度

決算特集　福祉や教育など、さまざまな場面で使われる一般会計。町の台所は、左で紹介している「特別会計」
以外は、すべて一般会計で処理しています。

　この数値が基準を上回ると、財政運営が厳しいとして国に
指定されます。町は、いずれの基準も下回りました。

実質赤字比率………�広い目的に使われる「一般会計」の赤字額が、地方税や地方交付税などの財源規模（標準

財政規模）と比べてどのくらいあるかを指標化したものです。

連結実質赤字比率…�「一般会計」だけではなく、特別会計も含めた全会計を合算し、町全体としての赤字額を指

標化したものです。一般の会社などで行われている「連結決算」と同じ意味合いを持ちます。

実質公債費比率……�借入金の返済やこれに準ずるものが、標準財政規模に対してどのくらいあるのかを指標化

したものです。この数字が大きいほど、借入金返済に追われ、資金繰りが苦しいというこ

とになります。

将来負担比率………�借入金の返済や将来負担することになるものの残高を、標準財政規模に対してどのくらい

あるのかを指標化したものです。この数値が大きいと、現在の負担はそれほどでなくても、

将来必要になる負担が大きいということになります。

こどまり小中学校
建設工事事業
252,384千円

使用料及び手数料…………施設を使ったり、住民票の交付などでお支払いいただいたお金

財産収入……………………財産の運用と売り払いで得たお金

繰 入 金……………………基金の取り崩しで得たお金

分担金、負担金、寄附金…受益者に負担してもらったお金や、ふるさと納税でいただいた寄附金など

地方譲与税…………………自動車重量税などから配分されるお金

地方消費税交付金…………地方消費税（県）のうち町に配分されたお金

地方交付税…………………国が徴収した税金の一定割合を、町の財政力に応じて分配されたお金

国庫・県支出金……………補助金などで国や県が交付したお金

町　　債……………………各種事業を行うために、国や金融機関から町が借りたお金

〈
主
な
用
語
〉

総 務 費…………広報、税務、戸籍、統計調査、選挙など、総括的なことに使われるお金

民 生 費…………高齢者の福祉や各種手当、こども園の運営などに使われるお金

衛 生 費…………ごみ処理や健康診断、病院の負担・維持に使われるお金

農林水産業費……農林水産業の振興などに使われるお金

商 工 費…………商工業や観光事業などに使われるお金

土 木 費…………道路整備や公営住宅の建設・維持管理に使われるお金

消 防 費…………消防事務組合への負担金や消防活動・車両維持などに使われるお金

教 育 費…………小・中学校の運営、公民館や文化センターなどの施設運営などに使われるお金

公 債 費…………借金の返済にあてるお金

〈
主
な
用
語
〉

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

令 和 元 年 度 － － 10.5% 88.8%
令 和 2 年 度 － － 11.1% 84.1%
早期健全化基準 15.0% 20.0% 25.0% 350.0%
財政再生基準 20.0% 30.0% 35.0%

　令和４年４月より開校予定のこどま
り学園の建設費です。

歳 

入

（単位：千円）総額  9,864,284千円

依存財源

町税
928,795
9.4％

地方交付税
3,741,079
38.0％

国庫支出
金

2,143,842
21.7％

町債
1,199,400
12.2％

その他
15,540
0.2％

諸収入
131,585
1.3％

使用料及
び手数料
93,740
1.0％

財産収入
・繰入金
475,157
4.8％

繰越金
177,555
1.8％

分担金・負担
金・寄付金
62,598
0.6％

地方譲
与税
69,810
0.7％

地方消費
税交付金
223,381
2.3％

県支出金
601,802
6.1％

歳 

出

（単位：千円）総額  9,636,344千円

総務費
2,656,476
27.6％

民生費
1,391,911
14.4％

衛生費
1,060,817
11.0％

教育費
883,529
9.2％

公債費
1,215,582
12.6％

農林水
産業費
780,067
8.1％

商工費
198,633
2.1％

土木費
792,403
8.2％

労働費
169
0.0％

議会費
79,622
0.8％

消防費
577,131
6.0％

災害復旧費
2

0.0％

入
っ
た
お
金
、払
っ
た
お
金
の
内
訳
を
紹
介
し
ま
す

※
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
一
部
合
計
が
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

自主財源

こ
ん
な
事
業
を
実
施
し
ま
し
た

〈各指標の解説〉

２ 財政健全化判断比率

１ 一般会計の概要



令和２度

決算特集

一般会計のほか、町には特定の事業を行う目的で設置される特別会計があります。 防災ハザードマップ
作成事業
1,805千円

令和元年度末 令和２年度末 比較増減

一般会計 11,945,663 11,979,470 33,807

国民健康保険 152,322 133,180 ▲ 19,142

介護保険事業 0 0 0

農業集落排水事業 160,759 137,110 ▲ 23,649

漁業集落排水事業 123,138 107,914 ▲ 15,224

水道事業（企業債） 1,728,949 1,549,259 ▲ 179,690

合　　　　　計 14,110,831 13,906,933 ▲ 203,898

収　入 支　出 差 引 額

一般会計 9,864,283,591 9,636,344,033 227,939,558

国民健康保険（事業勘定） 1,681,566,354 1,592,392,473 89,173,881

国民健康保険（診療施設勘定） 143,692,842 143,691,510 1,332

介護保険事業 1,854,104,061 1,819,667,907 34,436,154

後期高齢者医療事業 285,312,022 281,727,610 3,584,412

農業集落排水事業 41,469,728 40,944,089 525,639

漁業集落排水事業 26,945,351 26,581,754 363,597

水道事業（収益的） 364,289,716 297,006,323 67,283,393

合　　　　計 14,261,663,665 13,838,355,699 423,307,966

　広報なかどまり令和３年４月号とと
もに配布した防災ハザードマップの作
成費用です。

●一般会計の性質別歳出
　使ったお金の性質によって分けた表です。

●借金（公債費）残高 （単位：千円）

（単位：千円）

義務的
経費

3,209,989
33.3％

人件費
1,068,715
11.1％

その他の
経費

5,430,605
56.4％ 投資的

経費
995,750
10.3％

扶助費
925,692
9.6％

普通建設事業
災害復旧費
995,750
10.3％物件費

1,115,941
11.6％

繰出金
714,634
7.4％

補助費等
2,576,336
26.7％

公債費
1,215,582
12.6％

維持補修費
265,706　2.8％

積立金
755,519　7.8％

投資及び出資金
・貸付金

2,469　0.0％

（単位：円）
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３ 各会計別の概要

４ そのほか


